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今号では、ロシアの調査会社Tebiz Group発行「ロシアの原油市場分析」から、2024年のロシアの

原油の生産・輸出動向を紹介する。ご存知のとおり、ロシアは2022年２月のウクライナ侵攻以降、エ

ネルギー製品の生産や輸出データの公表を制限している。国際機関や各国税関当局が発表する

データとの間に多少の差はあるものの、侵攻の長期化と西側との関係対立がもたらした輸出先の変

化など、資料を分析することは、ロシアの石油部門をより的確にとらえるヒントになるはずである。 

2024年の１年間にロシアで生産された原油は前年比2.5％減の４億8,594万ｔとなった。ロシアは

2022年２月のウクライナ侵攻に端を発した西側諸国による輸入制限措置以降、中国、インド、トルコ

などへの輸出を増やし、生産量の維持と輸出先の確保に努めてきた。2024年の生産量は４年ぶり

に前年を下回ったものの、依然として５億ｔ弱の規模を保ち、生産・輸出大国としての地位を維持した。 

ノヴァク副首相によると、2024年の原油の生産量は５億1,600万ｔだった。3,000万ｔ以上の誤差

の理由は不明であるが、市場環境が一変する中でも、侵攻前の生産水準を堅持することに成功した。 

2025年の生産量について、ノヴァク副首相は、今年１月の雑誌寄稿の中で、５億1,200万ｔと前年

を下回ったことを明らかにしている。 

ロシア最大の原油生産地域はウラル連邦管区（主にハンティ・マンシ自治管区）で、そのほか沿ヴ

ォルガ連邦管区（主にタタルスタン共和国とバシコルトスタン共和国）、シベリア連邦管区（主にイルク

ーツク州とクラスノヤルスク地方）などが上位を占める。全体の75％以上がサマトロール油田、プリオ
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